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地域に対する固定概念
一北海道を事例として一
奥澤　信行
1はじめに
　人々は、知らない土地やこれから旅行しようとする旅先について、ある種
の固定化された概念を持つことがある。例えば京都であれば、「古都」とい
う言葉に代表されるように、長い歴史を背景にした建築物や独自の食文化を
有する観光都市との先入観によって、「古い街並み」「伝統を重んじる文化都
市」というイメージを作り上げてしまう。しかし京都には京セラや島津製作
所に代表される時代の最先端の技術を有する企業も数多く存在し、決して伝
統に縛られた保守的な都市ではない。古さと新しさが混在した都市なのであ
る。千年の歴史を背景とした都市像を脳裏に描いて京都駅に降り立った観光
客は、前衛的なデザインのその駅舎に、r古都」のイメージとのギャップを
感じるであろう。しかし都市をある一定の時代によってイメージされてしま
う静的な存在としてではなく、日々変化する動的な存在として捉えるのであ
れば、京都はr変容する都市」を考える上で、数ある都市の中で格好の事例
となるのである。
　さてこのような固定化されたイメージは、京都のような個々の都市に限ら
ず、地域から国家へ、さらにアジア・ヨーロッパなどの州へと面的スケール
を拡大した場合でも、同様に抱かれることが多い。本稿では、若い女性の国
内旅行先として沖縄と並んで人気の高い北海道を事例とし、ゼミ旅行で訪れ
た学生に対して実施したアンケートと聞き取り調査によって、旅行前のイメー
ジと実際に旅行して確認できた地理的事象の対比を明らかにした。現在の大
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学生が中学校で履修してきたr地理」の内容のうち、地域の実態を把握する
地誌学習では、名所旧跡や特産品の暗記によるステレオタイプの地域像を描
いている場合が多い。そして中学校で学習した地域像は、実際にその地を訪
れない限り固定化されてしまい、認識を改めることは困難である。そこで静
態的な地誌の学習による既存の地域像への思い込みから脱却し、時々刻々と
変化する地域の状況を、先入観なしに確認する動態的な地誌学習の重要性を
強調したい。
皿ゼミ旅行の概略
　例年9月の中旬に経営科のゼミナールに在籍している学生を引率して3泊
4日の北海道へのゼミ旅行を実施している。この旅行を実施する目的は観光
地の見学とゼミ生の親睦だけでなく、ゼミの年間テーマである「小山市近隣
市町の商業環境の変容」に関するフィールドワークを実施する際の「地域の
見方」を指導することに主眼を置いている。したがって観光地よりも、車窓
から確認できる自然環境や、札幌・函館などの大都市の周辺部から市街地へ
の景観の変化に学生が関心を持つように、事前指導を十分に行う必要がある。
また旅行前に「北海道」から連想する言葉を列挙させた上で、実際に自分の
身体でその言葉のイメージの事実確認をさせている。そして言葉と実態が乖
離している事項について、その相違を生み出した要因を考察することの重要
性を理解させるのである。
　平成9年のゼミ1期生以来7年間、ゼミ旅行の行く先は北海道で変わるこ
とはない。その理由として第一にゼミ生の希望が挙げられる。本学の学生の
高校での修学旅行先は、歴史的建造物とテーマパークを訪ねる関西と平和教
育の視点からの広島を組み合わせた行程が最多である。また航空機の利用が
認められている場合は、広島と同様に平和教育を行程に取り込むことのでき
る沖縄が選択される場合が多い。関西・沖縄いずれの場合も、見学地間の移
動距離が短く、スケジュール管理が容易であることが、高校の引率教員や旅
行会社にとって好条件となっている。したがって北海道への旅行経験者は意
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外に少ないのである。また卒業旅行と称してグアムや東南アジア諸国、国内
では近隣の温泉地へ出かける傾向がみられるが、北海道を選択するのは稀で
ある。これは旅行費用が国内であるにもかかわらず、近隣諸国への海外旅行
と大差のないこと、旅行時期が冬季であること、北海道旅行は一ヶ所滞在型
ではなく周遊型であることなどによる。北海道は「行ってみたいが、なかな
か行けない旅行先」と学生は認識している。学生生活がわずか2年問である
ため、旅行の回数は限られており、そのわずかな機会に国内では九州や沖縄
と並んで長距離の旅となる北海道を、学生時代の思い出の地として希望する
傾向がみられる。また雄大な自然景観や函館・小樽のレトロな街並み、新鮮
な海産物やラーメン・ジンギスカンなど、北海道は若い女性が強い関心を示
す旅の要素を満たした観光地として認識されているのである。
　北海道でゼミ旅行を実施するのは、このような学生の強い要望によるだけ
ではない。最近の学生は、高校で地理が選択科目となっているために、これ
を履修していない場合が多く、その知識量は中学校の1・2年生で学習した
時点のものである。地理の学習内容で日常生活に於いて有用な地誌に関して
も、その情報量は極めて少ない。したがって自分の居住地と旅行先との方位
や距離の感覚、見学地や宿泊地の相対位置の認識など、基本的な地理的能力
の欠如を指摘できる。そこで第1回のゼミ旅行以来、北海道までの距離感と
方位感を体得させる目的から、往路と復路を異なる交通手段を利用して移動
している。往路は、宇都宮から函館までの約800kmを特急北斗星で10時間か
けて移動することで、「北海道は導い」という漠然としたイメージが、より
現実的な感覚として認識できるようになる。また復路は、札幌から東京まで
わずか1時問半で移動できる航空機の高速性を体験しつつ、下北半島や猪苗
代湖の姿を眼下に確認することで、北海道から関東までの地図を脳裏に描い
て、その飛行ルートをトレースさせている。このような方法で目的地の北海
道を往復することで、日本の国土が意外に広いことを学生たちは認識するの
である。
　さて北海道の面積は本州の3分の1にほぼ等しく、道内の主要な観光地を
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すべて見学すると1週間は必要となる。国内旅行で5泊以上のツアーは、宿
泊数や旅行費用の面で、海外旅行との競合にあっては商品競争力に劣り、企
画されることが少ない。したがって各旅行会社で企画する北海道ッアーでは、
道南・道東・道北に区分し、最長でも4泊程度の行程が多く、北海道一周と
称しても、これら3区分の一部を組み合わせたものに過ぎないのである。ゼ
ミ旅行では、往路に特急北斗星を利用でき、都市景観を考察する点から札幌
と函館が行程に含まれることを条件に、道南を旅行先としている。地平線ま
で何も障害物のない大地を確認するためには、道東や道北を訪れなければな
らないが、見学地間の移動時間と移動手段、さらに日程と費用の関係を考慮
すると、道南とせざるをえないのである。今年度のゼミ旅行は、9月10日か
ら13日までの3泊4日で実施したが、参加者は奥澤ゼミの学生15名、飛田ゼ
ミの学生15名、引率教員2名の計32名で、「往路北斗星利用道南三都巡り」
のツアーを貸し切りとしている。実施行程は以下の通りである。
9／10
9／11
9／12
宇都宮発20：29（特急北斗星3
号・車中泊）
函館着6：34（貸切バスにて観
光／立待岬～函館朝市～五稜郭
～トラピスチヌ修道院～元町地
区～ベイエリア～函館山からの
夜景～湯の川温泉・泊）
湯の川温泉8：30（貸切バスに
て観光／大沼公園～長万部～昭
和新山～洞爺湖～有珠山～羊蹄
山～中山峠～定山渓温泉～札幌
市内～札幌・泊）
札幌8：
新千歳空港発16：
牛
長万部
小樽　　　札幌
函館
　　千歳ゆ
木林青 一〇　　　　　50km
9／13
　　　　　　　　　　　　　ゼミ旅行行程図
30（貸切バスにて観光／大倉山シャンツェ～小樽）
　　　50（JAL526）羽田空港着17：25
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皿北海道に対するイメージ
①相対位置と距離感
　北海道の相対位置に関しては、旅行前にゼミ生に対して聞き取り調査を実
施したが、日本列島の最北端に位置していることを誰もが認知していた。一
般に栃木県を含む北関東の居住者は、関東以北の都道県の位置関係について
は、中部以西の府県に比して正しく認識しており1、とりわけ北海道に関し
ては、一島一道であるため他県よりも確度の高い回答が得られる。しかし北
海道までの距離や、その広大な面積ゆえの道内各都市問の距離の認識につい
ては、甚だ曖昧である。事前指導で特急北斗星に乗車する宇都宮・函館間
778．8kmの距離が、東京経由で西の方向でどのあたりまでか尋ねたところ、
大半の学生が名古屋付近と回答した。実際は大阪・神戸を過ぎて兵庫県の西
端に位置する相生までに匹敵するが、函館までは遠いことを頭では理解して
いても、東北地方を身近に感じる北関東在住の学生にとって、東京を通過し
て西方向の近畿・中国地方の方面をより遠距離に感じるのであろう。またゼ
ミ旅行の行程の一部である函館・札幌間の約300kmについては、宇都宮・東
京間の約100kmに相当すると認識しており、これが宇都宮から浜松の手前ま
での距離であることを説明して、初めて北海道の広さを実感したようであっ
た。旅行後に実施したアンケートでは、北海道までの距離感について次のよ
うな回答を得ている。
Q1。旅行出発前に抱いていた北海道までの距離のイメージを次から選びな
　　さい。
　　　1．夜行列車に10時間も乗って、やっと北海道の玄関口である函館に
　　　　到着することから遠い所だと思った。［回答数26（86．7％）］
　　　2．北海道とは言っても、同じ日本国内であるから、さほど遠いとは
　　　　思わなかった。［回答数4（13．3％）］
　　　3．復路は飛行機で1時間半であることから、関西などより近いので
　　　　はと思った。［回答数0（0．0％）］
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Q2．旅行が終わった現在、北海道までの距離のイメージをどのように捉え
　　ていますか、次から選びなさい。
　　　1．往路の列車による移動が長く、北海道は遠いと感じた。［回答数
　　　　12　（40．0％）］
　　　2．10時間も列車に乗ったが、夜行であったため睡眠も取れ、さほど
　　　　遠いとは感じなかった。［回答数10（33．3％）］
　　　3．復路の飛行機の印象が強く、北海道は近いと感じた。［回答数8
　　　　（26．7％）］
　Q1の旅行出発前のイメージでは、北海道までの距離を遠く感じている回
答が圧倒的であったが、Q2の旅行後の印象では、これが40％に激減し、復
路の航空機利用も関係して、距離感が短縮した傾向がみられる。その理由と
しては、夜行列車利用である程度睡眠が取れたこと、気心の知れた多くの友
人との移動であったこと、復路の所要時間が往路と比較して極めて短時間で
あったことなどが考えられる。ここでゼミ旅行の目的地を北海道とし、往路
と復路で異なる交通機関を利用していることの意味を改めて考えてみたい。
　まず第一に日本の国土の広さを認識させる点にある。日本国内であっても
北海道の玄関口である函館まで、列車で10時間を要することの意味を理解さ
せることが重要である。日本列島のほぼ中央に位置する栃木県から北海道や
九州までは、在来線利用であればほぼ半日はかかることから、日本は決して
小国ではないことを認識させねばならない。中学校の地理の授業では、アメ
リカ合衆国やロシアの国土が広大であることを説明する際に、日本の国土の
面積と比較することがある。すなわちアメリカ合衆国の一つの州にすぎない
カリフォルニア州が日本よりも広いことや、ロシアの面積は日本の46倍に相
当するなどの事例がこれに当たる。これらはアメリカ合衆国やロシアの地誌
学習で扱われる項目で、あくまでも国土の広大さを理解させるための表現で
はある。しかし大半の生徒は、これを日本の国土が狭小であると捉えてしま
いがちである。また歴史の授業でヨーロッパ人の日本に対する見方、すなわ
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ち「ユーラシア大陸の東に位置する小国」なる表現を学ぶことで、この感覚
は決定的なものになってしまう。したがって「ヨーロッパで日本よりも面積
の小さい国を挙げよ」との問いに、スイスやオランダ・ルクセンブルクなど
のいわゆる小国を回答する学生が多く、フランス・スペイン・スウェーデン
以外は日本よりも狭いことを知ると一様に驚きの表情を見せる。特にドイツ・
イギリス・イタリアなどの知名度の高い国が、日本よりも狭いことを大学で
初めて知った学生の数の多さに、地誌学習が不十分であるとの認識を持たざ
るをえないのである。
　次に指摘すべき点は、航空機利用による時間距離の短縮である。東京（羽
田）・札幌（千歳）問の航空機は、数ヶ所の指定通過地点の上空を飛行する
ものの、ほぼ2点間の最短距離に等しい約820kmを1時間30分前後で結んで
いる。これに対し鉄路では、特急北斗星利用で東京（上野）・南千歳間
1159．4kmを約16時間要する。八戸まで新幹線を利用しても9時間30分の行程
である。このように所要時間に関しては歴然とした差があるため、両者の選
択は旅行者の目的や趣向によって決せられるべき事項である。また東京・札
幌間の運行状況が航空3社合わせて一日45往復で、都市問輸送の運行便数で
世界最多であることから、その輸送量の大きさと航空路への依存度の高さを
知ることができる。この点について学生たちは、空港で出発を待つ間、同時
刻に東京行きが異なる2社によって運行されていることや、東京便の待合室
のみが異常に混雑している状況に戸惑い、また搭乗機が満席であることによっ
て、札幌・東京間の移動の実態を身をもって体験できたのである。そして東
京との時問距離が、後述する札幌の都会性に多大な影響を与えていることを
理解するのは、容易なことであった。
　このように北海道への長時間の列車での移動により、漠然と日本は小国で
あると思い込んでいる地誌的知識の乏しい学生に対して、日本の国土は決し
て狭小ではないと理解させることが可能となる。また航空機の高速性によっ
て、北海道にあっても東京までの所要時間がわずか1時間30分であるという
事実が、首都から離れているが故に大自然ばかりが強調されている北海道の
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姿は、一面的な見方であることを気付かせる糸口となっているのである。
②見学地・建築物・飲食物
　旅行の主たる目的は、いわゆる観光旅行であれば著名な自然景観や建築物
の見学とその土地の名産品を口にすることであろう。旅行のプランニングに
あたっては、見学地や名物など自分の希望に合致する場所を既習の地誌情報
によって選択するのが一般的である。そして旅行先決定後も、旅行誌やパン
フレットなどで得た情報によって、行程で訪ねる地域のイメージを作り上げ
てしまうことが多い。したがって自分の描いたイメージと異なる風景や食事
に遭遇すると、失望感によって旅行先の地域像が楼小化されてしまうことが
ある。また観光客が抱く理想的なイメージを壊したくないとの思いは、観光
地に共通してみられる現象といえる。その結果、観光客の一方的な思い込み
と、観光地の実態との乖離をできるだけ小さくしようとする努力が、全国各
地で散見される。しかし地域の実像を知ることが旅の本質であるとするなら
ば、これは甚だ不自然な対応と言わざるをえない。過剰な旅の情報によって
旅行前から地域像が固定化されてしまうことは、自分の目で現地を確かめて、
そこに展開される地理的事象の成立要因を考察する能力を奪ってしまうこと
になりかねないからである。以上の点に留意しつつ、前節と同様にゼミ旅行
後に学生に対して実施したアンケート調査から北海道をイメージさせる項目
を考察してみたい。
Q3．北海道らしさを感じた見学地・建築物はどれですか。いくつでも○で
　　囲んで下さい。（のべ回答数204・［］内数字が回答数）
　　特急北斗星［7］　青函トンネル［7］　函館駅［5］　立待岬［5］
　　函館朝市［14］　五稜郭［3］　トラピスチヌ修道院［7］元町地区
　　［5］ベイエリア［6］函館山からの夜景［26］函館の市電［5］
　　湯の川温泉［0］　大沼公園［3］　長万部までの海岸線（噴火湾）
　　［3］　有珠山［2］　昭和新山［9］　熊牧場［11］　洞爺湖［4］
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　　羊蹄山［0］　中山峠［1］牛の放牧地［3］広大な畑［14］札幌
　　の街並み［10］　時計台［18］　大倉山のジャンプ台［10］　ビール会
　　社直営レストラン2［5］　札樽自動車道［1］　小樽までの海岸線
　　（日本海）［5］　小樽の街並み［10］　新千歳空港［5］
Q4．北海道らしさを感じた飲食物はどれですか。いくつでも○で囲んで下
　　さい。（のべ回答数73・［］内数字が回答数）
　　カニ・イカ・イクラなどの海産物［30］　ジャガイモ・アスパラガス
　　などの野菜［4］牛肉・羊肉・チーズなどの畜産物［2］　ラーメン
　　［10］寿司［2］　アイスクリーム［21］　ビール［4］
　見学地・建築物に関しては、30人中10人以上の回答を得た項目は「広大な
大地」と「熊牧場」を除くと、いずれも都市的景観に属するものである。旅
行前のガイダンス時には、雄大な自然環境が北海道をイメージさせると考え
ている学生が大半であったため、このような結果は意外であった。30人中26
人が回答した「函館山からの夜景」に関しては、夜行列車で到着した日の夜
の行程で、旅の気分も高揚していたことも感激を高める要因であったかもし
れない。また当日の視界が良好で、海岸線によって明るい市街地と暗い海と
のコントラストが明瞭に判別できたことも、より強い印象を与える結果となっ
たであろう。しかしこれだけ多くの回答を得た「函館山からの夜景」を北海
道を代表するイメージである雄大な自然と結び付けることには無理がある。
人々の生活の営みが光となって形づくられる夜景は、大自然の景観とは対極
にある人工的な景観といえる。都庁から見下ろす東京、六甲山からの神戸、
ビクトリアピークからの香港のいずれの夜景と同様に、都市的景観の最たる
ものである。函館とこれら3都市の夜景の相違をあえて挙げるのであれば、
函館山が陸繋島であり市街地が陸繋砂州の上に形成されているため、光の広
がりが海岸線によって2方向で遮断されている点であろう。自然景観の点か
ら見れば、陸繋砂州の最狭部がわずか1kmにすぎないことを学生に気付いて
ほしいところであったが、その点を確認することなく都市の景観美に感嘆の
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声を上げていたのが実態であった。圧倒的多数の回答を得た「函館山からの
夜景」が北海道を代表するイメージであるとするならば、既習の地誌学習で
得られた情報による地域像と、実体験に基づく地域の姿との相違を考察する
ことが、ゼミ旅行を単なる観光旅行に終わらせない上で非常に重要である。
「函館朝市」に関しては、そこで取引きされるタラバガニを始めとする魚介
類の種類と量の豊富さに関心が集まっていた。また買い物客の大半が観光客
であることや、市場に隣接した飲食店も観光客によって経営が成り立ってい
る事実に着目しており、ここでも自然環境よりも社会環境の面から北海道を
考察している点が指摘できる。「時計台」や「大倉山のジャンプ台」を含め
た「札幌の街並み」に対しては、明治以降の開拓と発展の歴史を感じ取って
いるようであった。また人口180万人を有し、整然と区画された直交する道
路に象徴される街並みに、札幌が東京以北で最大の都市であるとの認識を学
生全員が共有し、市街地に入るまでの自然景観との大きな相違を自らの目で
確認できたのである。r小樽の街並み」についても札幌と同様、倉庫街に明
治以降の海運による経済的繁栄の姿を彷彿とし、その後の衰退を経て現在で
は観光によって再生に成功した都市として認識できた。そして観光客によっ
て小樽の経済が支えられている実態を、その街づくりの手法や市民の応対か
ら把握し、地域の活性化に関する問題意識を持つに至っている。
　以上のように北海道らしさを感じた地点は都市部との回答が多かったが、
これには今回の旅行での行程にも原因がある。すなわち前述のように日程や
予算の関係で行程が道南に限定された上に、函館・札幌・小樽を巡るツアー
であったことによる。道南は平野が少なく、全般的に山がちな地形である。
函館から洞爺湖までの行程は、左手には山地が迫り、右手に噴火湾を臨みな
がら単調な海岸線を進むことになる。洞爺湖から札幌までも、羊蹄山を中心
とした山岳地帯となるため、視界が広がることはない。札幌・小樽問につい
ても同様で、山地が迫る海岸線に沿って走る札樽自動車道を利用しての移動
のため、眺望が開けるのは海側だけであった。したがってジャガイモやビー
トを生産している畑や牛の放牧地で、北海道特有の広大さを感じたとしても、
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そこは地平線まで続く大地というわけではない。これらの農牧地からは必ず
山地の姿が視界に入るが、家屋が疎らであるが故に、本州の農村地帯との差
異を感じて、広大であると錯覚してしまうのである。中学校や高校で学習す
る北海道の農牧業地帯とは、道東の根釧台地や十勝平野のような地平線まで
続く大地を指すのであり、道南にあってはそのような景観を確認することは
できない。したがって北海道の大地はすべて広大という固定化されたイメー
ジを抱いていた学生にとっては、期待はずれの景観であったといえる。この
ような状況下であったため、観光ポイントの多くが集中していた都市部に関
心が集まったのも当然と考えられるのである。
　北海道らしさを感じた飲食物に関しては、「カニ・イカ・イクラなどの海
産物」を全員が回答しており、旅行前の聞き取り調査の結果と一致している。
これは前述のように、ゼミ旅行では旅行会社のツアーを貸切りにしているた
めに、自由食以外の食事については、観光客に人気のある海産物中心のメニュー
となっていることが一因とも考えられる。ツアーでは宿泊施設や見学地と並
んで、食事内容は重要な商品構成要素となっている。したがって北海道のツ
アーでは、カニやイクラが食膳に上がることは必須条件となるのである。し
かし学生たちは、それだけの理由で海産物を回答したわけではなかった。朝
食後2時問ほど経過した函館朝市での買い物時に、市場の食堂で新鮮なイカ
を多くの学生が口にしている姿に、旅行中機会があればいくらでも海産物を
食べておきたいとの意向がみられ、決してツアーの食事内容だけでアンケー
トの回答が左右されていないと判断できる。そして新鮮な魚介類が豊富に入
手できる北海道にあっては、住民も日常的にカニやイクラを口にしていると
学生たちは思い込んでいるようであった。しかし北海道のカニの大半は観光
客によって消費されている話をバスガイドから聞くに及んで、道民の食生活
に対する認識の誤りに気付いたのである。カニやイクラなどの高級海産物は
北海道であってもやはり高価であることは、市場での販売価格から判断され
よう。しかし北洋漁業の拠点である釧路港が日本一の水揚げを誇ったことや、
サロマ湖がホタテ養殖発祥の地であること、道内の河川を大量のサケが遡上
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することなど、北海道の産業の中では漁業に関する知識が他の産業よりも多
く学習されているため、生産だけでなく消費の面でも道内の比率が高いと思
い込んでいるのである。近年各地で農林水産業活性化の動きとしてみられる
「地産地消」の枠を超えた規模の生産が北海道ではみられ、その流通は全国
規模であるとの実態をしっかりと認識すべきなのである。
③居住地との相違点
　栃木・茨城両県に居住する学生たちが、北海道を旅行して確認した相違点
に関する問いに対する回答は以下の通りである。
Q5．北海道と自分の住んでいる所を比べて違いを感じた点を自由に書いて
　　下さい。
　　　・バスで何時間走っても道南の範囲で、その広さに驚いた。
　　　・都市部と自然が豊かな場所との地域差が大きい。
　　　・朝と夜の寒暖の差が大きい。
　　　・瓦屋根の家がまったく見られず、耐寒構造となっている。
　　　・路面電車が走り、信号機が縦長に設置されている。
　　　・観光客の数に驚き、地元の人の適切な応対に感心した。
　回答を集約すると上記のようになるが、北海道の広大さに関しては、景観
よりも移動距離や時間でそれを感じているようである。また2番目の回答か
ら次のようなことが考えられる。栃木県や茨城県では農村部でも都市的機能
が散見されるが、北海道の農業地帯では農家も疎らである状況が、地平線ま
で続く大地の見られない道南であっても広大さを感じさせる要因となってい
る。前節でも触れたように、北海道の本当の広大さを確認せずに、異なった
判断基準でそれを理解したつもりでいることに疑問を感じざるをえないので
ある。
　気候とそれに関係する家屋の構造については、回答数が非常に多かった。
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中学校の地理で、北海道が本州と異なり冷帯に属していることを学習したた
めか、旅行前から気温に関する質問が多かった。これも北海道は寒い所とい
う固定化されたイメージに支配されていることによる。北海道ではあっても
道南であれば、9月前半の気温は北関東と大差はなく、湿度が低い分さわや
かさが感じられる程度である。また夜問や早朝の気温は若干低いものの、寒
さを感じるほどではない。しかし北海道の気候を低温や豪雪という概念で一
括りにしているために、寒さが強調された回答がみられるのである。本州の
3分の1の面積を有するが故に、地形や隔海度によって同じ冷帯でも異なる
気候が分布し、函館・札幌・旭川・釧路・稚内、それぞれの観測地点で気温
や降雪量には大きな地域差がみられるにもかかわらず、北海道は気候に関し
ては厳冬の地というイメージが固定化されている。そのため夏季においても
北海道の気温は低温であるとの誤った地域像が形成されてしまうのである。
北海道の地誌学習が、本州各地に比べて大まかな扱いとなっていることの弊
害といえよう。
　観光に関しての回答の中には、栃木県内の観光地、特に日光と那須の観光
関連業者の応対と比較した意見が多くみられた。北海道の観光地で都市が観
光の対象となりうるのは、札幌・函館・小樽の3都市であろう。特に函館と
小樽については、観光名所と呼ばれる地点での観光客の密度は、札幌を圧倒
しており、地元の業者はもちろん、一般市民も観光客に対しての応対に手慣
れた様子がみられる。これらの都市の住民は、自分たちの町が観光によって
支えられていることを認識しており、過剰な観光客の流入に精一杯の応対を
心掛けている姿に、学生は感銘を受けているのである。これに対し同じ観光
地でも、自然環境を観光資源としている所では、日光や那須と同様に通り一
遍の応対で、学生は厳しい評価を下している。都市そのものを観光資源とし
た場合には、接客の重要性も観光客のその土地に対する評価の一条件となっ
ていることを確認できたといえる。そしてこのような視点から都市を考察で
きたのも、このゼミ旅行が単なる物見遊山ではなく、地理的事象確認の際の
基本的手法であるフィールドワーク3を経験した上で実施されたことの成果
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といえるのである。
④イメージと実態の相違点
　旅行前に描いていた北海道の姿と、実際に目で確かめた実態との相違点に
ついての記述は以下の通りである。
Q6．今回の北海道旅行で印象に残ったこと、事前に抱いていた北海道のイ
　　メージと実際に旅行して確認した事項との相違点などを自由に書いて
　　下さい。
　　　・北海道は広大だと思っていたので、どこからでも山が見えたのは意
　　　外だった。
　　　・もっと寒いかと思ったが、日中は半袖で過ごせたのは意外だった。
　　・牛や羊が放牧された草地が広がるイメージを抱いていたが、カニに
　　　代表される海の印象が強く残った。
　　・海産物の価格が思ったほど安くはなかった。
　　・函館山からの夜景が想像していた以上にきれいだった。
　　・札幌があれほどの都会だとは思わなかった。
　回答を集約すると概ね上記の6項目になる。自然環境に関する回答につい
ては、既述のように今回の行程が道南に限定されていたことが大きな要因と
なっている。中学校で学習する北海道の地誌では、厳しい自然環境を克服し
て生産活動が行われている状況が詳述されているため、道内でも道央から道
東にかけての地域が対象となりやすい。この道央や道東の景観や気候が、北
海道であればどこでも同様に展開されると思い込んでいたために、予想外の
状況に戸惑っての回答であったといえるのである。
　函館に関する回答では、相反する評価がみられる。夜景に関しては、想像
していた以上の美しさに、再度訪れたいとの希望が多かった。観光地の発展
性には、再訪者の数が大きな影響を与える。光の広がりが陸繋砂州という特
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殊な地形によって暗部の海と明確に区分されるのは、函館でなければ見られ
ない景観である。陸繋島の函館山と市街地の描かれた5万分の1の地形図を
読図した上で夜景を鑑賞すれば、その美しさの要因をより深く理解できるで
あろう。夜景に対する高い評価に対して、朝市での海産物の価格については
失望の意見が多かった。市場で扱われている海産物が、いずれも北海道近海
で漁獲されたもので、輸送費が低廉であり、それが価格に反映されていると
考えていたために、このような回答が多かったといえるのである。しかし購
入希望者の多かったタラバガニについては、ロシアからの輸入に依存してお
り、輸送費の点では北海道と関東との間に大きな差はなく、価格に割安感が
みられないとの市場関係者の話は、学生の一面的な見方を改めさせる一助と
なった。タラバガニもすべて北海道近海で漁獲されると思い込んでいた学生
は、海産物の種類によって漁獲地は異なり、それが価格に影響を及ぼしてい
ることを理解できたといえる。また朝市の利用者の大半が観光客であること
が、価格を割高に設定しても土産物として購入するであろうと見越している
状況を生み出している点については、学生たちも十分に納得できたようであ
る。
　札幌が意外に大都会であることを挙げた回答が多数みられたが、これこそ
まさに地誌学習の重要性を示す好例である。人口では東京・横浜・大阪・名
古屋に次ぐ都市でありながら、北海道に位置するが故に、過小評価されてい
る結果といえる。北海道を未開の地と思い込んでいる学生は多く、函館の街
並みでさえ都市的機能が充実していると感じている様子がみられた。特に路
面電車を多くの学生が初めて目にしたため、宇都宮よりも人口が少ないにも
かかわらず、より都会的な印象を覚えたようである。したがって函館とは比
較にならないほどの都市力を有する札幌の存在は、想像をはるかに超える姿
として認識されたのではないだろうか。札幌の道内における人口や各種経済
統計の集中率を把握させ、政令指定都市の中でも特に地域における中枢管理
機能性が高いことを理解させるべきなのである。
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四地誌学習の見直し
　今回のゼミ旅行に参加した学生たちが中学校で履修してきた社会科地理的
分野は、平成元年度に告示された学習指導要領4に基づいている。日本地誌
に関して現行の平成10年度告示の学習指導要領5と比較すると、指導内容に
大きな相違がみられる。現行の内容では都道府県名を確実に身に付けさせる
点が明示されているものの、具体的な都道府県の学習では、学校所在地の都
道府県を含めて2～3県を取り上げれば可としている。そして全国を網羅的
に学習するよりも、特定の県について多角的に考察することの重要性が強調
されることとなった。これに対し平成元年度改訂の学習指導要領では、九州
から北海道まで一通り学習し、国内の地域差と地域間の結び付きを理解させ
ることに主眼が置かれていた。全国すべてを概観する内容では、どうしても
知識として覚えるべき地名や生産物などの事項が多くなり、地理は暗記科目
であるとの誤解が生じてしまう。その結果、生徒の興味や関心が低くなるこ
とを懸念するあまり、現行の内容では取り上げる県や地域を限定してしまっ
た経緯がある。しかし特定の地域のみを学習しただけで、日本全土を理解で
きようか。各県あるいは各地方の特色を確実に理解した上で、他県や他の地
方との差異を学習することこそ地理の本筋ではないだろうか。
　近年、小学校から高校まで国際理解のための教育の重要性が声高に叫ばれ
ている。小学校の段階から英語を学ばせることの必要性が強調され、とりわ
け読み書きの英語よりも話す英語の指導が、国際的な舞台で活躍できる有為
な人材の育成にとって重要であるとの見方がある。しかし自国の言語を十分
に習得せずに英語を学ぶことにどれほどの意義があり、また日本人としての
アイデンティティを確立する上で、日本語をないがしろにしてよいものであ
ろうか。同様のことは、社会科教育についてもいえる。日本と世界のつなが
りを学習することはもちろん重要であるが、そのためにはまずは自国の自然
環境や生産・消費活動の実態を正しく理解することが先決である。したがっ
て地理の学習内容も、現行の特定地域の調査学習よりも、全土にわたる地域
ごとの特色を現在の状況を最重視しながら考察する動態的な地誌学習へと転
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換すべきなのである。そして現在の日本の姿を地理や公民から、過去の姿を
歴史から学び、正しい日本語を国語から学ぶことによって、国際理解を深め
る上での基礎が出来上がると考える。英会話ができれば国際人と思い込むよ
うな浅薄な風潮が散見される現状を打破し、日本人としてなすべきことの優
先順位を再考すべきなのである。
　以上の点から、中学校の地理学習においては、地誌学習により時間を割く
べきであると考える。現行の内容で重視されている調査学習も、地理学の調
査の基本であるフィールドワークの手法の一部を中学段階で取り入れている
点で評価はできる。しかしフィールドワークの可能な範囲は、居住地付近に
限定されてしまい、日本全体を概観することは不可能である。やはり網羅的
学習との諺りは免れないかもしれないが、九州から北海道まですべての地方
を学習する必要があろう。ただし従来の地方ごとに固定化されたイメージを
植え付けてしまう静態的な地誌学習の愚を繰り返してはならない。これは静
態的な地誌を中学校で学んできたゼミ旅行参加の学生が、誤った北海道の地
域像を描いてきた既述の事実をみれば明らかであろう。教科書に記述される
内容が静態的な事項に偏ってしまうのは致し方ない。教科書記載の事項に加
えて、指導時にその地域に関する最新情報をいかに多く盛り込めるかが問題
なのである。地域に関する問題は、市町村の合併やさらに進んで道州制の議
論まで、学習指導要領の改訂間隔では追いつかないほど、短期間のうちに進
行している。地理で扱う内容の時間的な対象は現在から近未来であり、同じ
社会科の科目であっても歴史や公民に比べて、教科書の重要性は低いといえ
る。すなわち教科書のみの学習では、今まさに変容しようとしている地域の
実像を正しく理解することはできないのである。インターネットによって最
新の情報が瞬時にして入手できる時代であるから、地誌学習のあり方を再考
することは意味深いものであると考える。そして地誌分野が地理学習におい
て拡大されても、なお旧態依然とした地名や特産品の羅列に終始する授業を
展開しているならば、それは教師の怠慢以外の何物でもないのである。
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Vおわりに
　本稿では固定化されたイメージではあっても、北海道について地理の授業
で学習した経験を持つ学生による一面的な地域の見方を論じてきた。学習に
よって得た知識を絶対的な判断基準にして現地を確認した結果、そこに大き
な相違点がみられたことに戸惑いを覚えている状況が明らかになったのであ
る。しかしその相違点がいかなる要因によって引き起こされるのかを考える
姿勢が身に付いたことは、今回のゼミ旅行最大の収穫であったといえる。全
国の地誌を学習していない現在の中学3年生以降の生徒は、授業で扱わない
地域を訪れる際には、まったく予備知識を持たずに現地を見聞することにな
る。先入観なしに地域を考察することは、目にするものすべてが新鮮に映る
利点もあるだろう。しかし同時に、地域像を無批判に受け入れてしまうこと
にもなりかねないといえる。地域の自然・社会状況を客観的に観察し、その
成立要因を考察することを最重視する地理学にあっては、最新の地域情報を
得た上で現地を訪れるのが理想的な手法なのである。
　地理の学習の中でも、とりわけ地誌は生徒にとって嫌われている分野であ
る。それは今まで触れてきたように、地名と産物の暗記に終始する静態的な
地誌を学ばせてきたことに原因があると考える。国際理解を深める教育を推
進するのであるならば、自国の現在の姿を正しく理解することなしにその目
的を達するのは不可能と断言できる。教科書を基本教材としつつも、最新の
地域情報を取り上げることのできる弾力的な授業の展開を可能とする学習指
導要領の見直しを切望するものである。
注
1　奥澤信行r地名に関する知識の欠如について」，白鴫女子短大論集22－1，
　1997，1－20頁
2　歴史的産業遺跡として名高いサッポロビールの工場跡で経営されている
　レストランである。一見の価値のある建物のため学生を引率した。飲酒は
　20歳に達している者に限定している。したがってQ4でビールの回答がみ
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　られる。
3　毎年7月に小山市内で徒歩による約4kmの巡検を行っている。地形の状
況や商店街の実態などを観察させた上で、その景観が形成された理由を考
えることの重要性を指導している。
4　施行は平成4年4月からである。
5　施行は平成14年4月からである。
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『地図の学力』明治図書
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